
 

●神戸市青少年育成協議会の機構図 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

                   

                   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

●青少協の役割分担表 

 支部、地区青少協、市青少協ともに「調査審議」「連絡調整」「実践」

の３つの役割をもち、ともに考え、ともに活動する姿勢で青少年の育

成活動に臨みます。 

 

 

 

 

 

 

学 校 

 
地 域 家 庭 

市青少協 
（支部、地区

を支援） 
 
事務局： 
青少年課 

地区青少協 
（支部を支援） 

 
１１地区 
東灘地区、灘地区、 
葺合地区、生田地区、 
水上地区、兵庫地区、 
北区、長田地区、 
須磨区、垂水地区、 
西区 

 
事務局 
水上地区：青少年課 
他の地区：区役所 
まちづくり課または

まちづくり支援課 

 
 
 
 

青少年育成委員 
 
 地域の実情にあわせて、

１支部あたり平均３０～

４０名を委嘱しています。 
 
青少年育成委員の例） 
有識者 
青少年センター指導員 
防犯協会少年補導員 
民生・児童委員 
主任児童委員 
青少年団体育成者 
・グループ育成者 
PTA役員 
自治会・町内会役員 
学校教職員 
婦人組織役員 
他の関係機関職員 
有志など 
※全市に１５８支部あり

ます。 

支  部 
（活動の主体） 

 おおむね小学校区を単位
に組織されています。 

支 部 

実 践 
連絡調整 
調査審議 

地区青少協 

実 践 
連絡調整 
調査審議 

市青少協 

実 践 
連絡調整 
調査審議 


